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昨年度までの到達点：・ＳＣＭにおけるＢＣＭＳとＳＡのモデル化(H19年度)
・チェックリストの作成(H20年度)
・ガイドラインの作成と試行（H21年度）

今年の到達点：JRMS2010の小売SCMへの適用について

報告（案）の説明と協議・修正平成23年4月6日(水)5回目
報告（案）のドラフト説明と検討平成23年3月4日(金)4回目

会合 日程 おもな検討内容
1回目 平成22年10月14日(木) 前回の反省と今後の計画

2回目 平成22年11月25日(木) JRMS2010の紹介

3回目 平成22年12月22日(水) リスク評価ツールについて検討

6回目 平成23年5月13日(金) 報告書最終検討会
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■前回までのまとめ
・SCMにおけるBCMSとSAのモデル化
・GSCMリスクチェックシート
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システム監査（ＳＡ）を主眼とした場合の関係

・リスクマネジメント（RM）
・BCP/BCM
・システム監査（SA）

1. RM、BCP/BCMとSAの関連（主眼SA）
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2.サプライチェーンの発展過程 Ⅰ

製造業

卸業
（商社）

小売業

RM

RM
RM

BCP/
BCM

BCP/
BCM BCP/

BCM

固有ICT 固有ICT 固有ICT

SA

SA

SA
第1段階の流通（SCM）は、卸業
が中心に、中小小売業や中小規模
の食品ﾒｰｶｰを指導していた。
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製造業
卸売業
（商社）

小売業

RM
RM

RM

BCP/
BCM BCP/

BCM
BCP/
BCM

固有ICT

固有ICT

固有ICT

SA

SA
SA

3.サプライチェーンの発展過程 Ⅱ

第2段階は、食品ﾒｰｶｰの一部や
小売業の一部が規模拡大を達成し

SCMでの発言力を増大させた。
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4.サプライチェーンの発展過程 Ⅲ

製造業

商社
卸売業

小売業

RM

RM

RM

BCP/
BCM

BCP/
BCM

BCP/
BCM

固有ICT

固有ICT

固有ICT

SA

SA

SA

中小企業
農業・漁業
畜産業
食品製造

固有ICT 固有ICT

個人消費者

第3段階は、ICTの発達や事件・事故
の発生に合わせて、消費者保護や
環境リスク対応が求められてきた。
※固有ICTのネットワーク
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5.サプライチェーンの発展過程 Ⅳ

製造業
商社
卸売業

小売業

RM RM RM

BCP/
BCM

BCP/
BCM BCP/

BCM

共通ICT
（クラウド）

SA

SA

SA

中小企業
農業・漁業
畜産業
食品製造

固有ICT
個人消費者

固有ICT
固有ICT

固有ICT

固有ICT

SA
第4段階は、急速に発達したICTで
情報処理量が増大、また事件・事故を
未然防止するため、SCMで共通の
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽと処理手続きが求められる
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■今年度の検討結果報告

・SCM（ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）のリスク評価
・小売業におけるリスク評価モデル（仮想事例）
・JRMSツールの適用実験内容と課題
・（スライドのみ） 仮想事例のJRMSツール結果
・今年度研究の結果総括と次年度への課題
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6. 小売業のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ対象範囲ﾓﾃﾞﾙ

情報システム

社会システム

【留意点】
・情報システムという視点でなく、材料／物の流れから対象範囲を決定していく。
・取引形態（B to C、B to B、B to P）によって、対象が異なる。
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7. マップによるリスク評価－（小売業ﾓﾃﾞﾙ例）

JAS法違反による
信用失墜

不当表示による
社会的信用失墜

個人PCからの
企業情報漏洩

外国人雇用に
おける法律違反

影
響
度

３

２

１

高い

３２１
高い発生確率

鳥インフルエンザによる
商品調達困難

地震による
設備の使用不能

財政難による
採用難の発生

ノウハウ継承ができず
事業継続が困難

建設資材高騰
によるコストアップ

取引先倒産による
商品未入荷

品質不良による
業務停止

風評被害による
信用失墜

キーパーソンの
事故に基づく
業務への影響

従業員教育不足に
よるセクハラの発生冷蔵機器故障による

商品廃棄

調達

品質

ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ風評

インフラ 人財

事業継続に関する
重要リスク

継続的に見直す

天災・火災による
顧客・従業員被災

リスク体制不備から
個人情報漏洩役員・従業員の

事件・不正の発覚

販売商品による
複数の顧客被害

従業員教育ができず
顧客サービス低下

管理者教育不足に
よるパワハラの発生

二次汚染による
品質劣化
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8. 小売業のリスク評価の流れ（仮想モデル）

モデルに基づく
リスクの洗い出し
リスクの分類

小売業の
モデル選定
（仮説事例）

小売業のリスク
チェックシート
の作成

リスク評価結果の
マネジメントレビュー

チェックシート

手順１ 手順2 手順3

手順5

手順4

リスクチェック
シートに基づく
リスク評価・分析
（成熟化モデル活用）

リスクマップ

新たな段階での
リスク評価スタート

手順6

JRMS2010
評価ソフト
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9.リスクマネジメント評価の流れ・・・PDCAサイクル

Plan
経営方針に沿った
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ目標

Check
内部監査部門
による監査
共通課題

Do
事業所・店舗
でﾘｽｸ評価

Act
マネジメント層
へ監査報告

PDCA
サイクル
（全社）

定期的
に評価

是正
改善

不備
発見

PDCA
サイクル
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10.JRMS2010の活用・・・成熟度の評価

出典：(財)日本情報経済社会推進協会
ﾘｽｸ社会で勝ち抜くための
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ JRMS2010 より
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11. SCMの発展過程における統合システムのSA

レベルⅣ～Ⅴ

独立したシステム監査組織が
横断的にチェックする

ＳＡ

評価尺度／
達成度

段階 概要

Ⅰ 初期段階 部分的に行われている。

Ⅱ 定義段階 マニュアルがあり行われている。

Ⅲ 管理段階 組織化され、行われている。

Ⅳ 制御段階 定期及び不定期の訓練が行われ、且つ定量的な

分析とフィードバック。 （PDCA）が確立
Ⅴ 最適段階 サプライチェーンとして関連する会社を一体として

リスクマネジメントを推進している。

横の連携、相互の連携がない

企業のシステム監査
組織が関連のあるシ
ステムをそれぞれ
監査する

単一監査

他企業／他組織と連携

横断的な監査
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【レベル1】 個人経験で対応
ベテラン従業員の経験に依存
暗黙知（見える化がない）

【レベル2】 主管部署で対応
主管部署が対応に当たる
部門のリスク意識にばらつき

【レベル3】 会社全体で対応
取締役会の責任で対策本部
ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄへの対応（見える化）
顕在化した事件・事故に重点

12.小売業のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ成熟度（仮想モデル）

【レベル4】 ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸが効く
情報共有化による迅速な対応
定期的内部監査とMRの実施
外部への情報開示

【レベル5】CSR活動と連携
SCMとして一体でRM方針
従業員が自律的にRMを実施
組織の中に未然防止が定着

スライドのみ

未熟なﾚﾍﾞﾙ1・2段階では
重大リスクを全組織が対応していく

レベル３まで引上げ！

自社内でRM体制が構築
SCM全体のRM体制を構築
レベル５へ引上げ！

現状

PDCAが回りだして改善
内部監査結果をﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ評価

レベル4へ引上げ！

現状
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13. 階層別リスクマネジメントの必要性

経営層

マネージャ層

現場層

リスク評価（経営層）

リスク評価（マネージャ層）

リスク評価（現場層）

報告

報告

指示

指示

悪い報告は遅いので
迅速に

異なる部門長から
報告を集め全体把握

スライドのみ
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【レベル1】 個人経験で対応
ベテラン従業員の経験に依存
暗黙知（見える化がない）

【レベル2】 主管部署で対応
精肉部が対応に当たる
部門のリスク意識にばらつき

【レベル3】 会社全体の対応
役員が責任者で本部設置
ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄへの対応（見える化）
会社全体でクライシス対応

14.ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの成熟度（調達ﾘｽｸ 鶏インフルエンザ）

【レベル4】 ﾌｲｰﾄﾞﾊﾞｯｸが効く
情報共有化による迅速な対応
定期的内部監査とMRの実施
外部への情報開示

【レベル5】 CSR活動と連携
SCMとして一体でRM方針
従業員が自律的にRMを実施
組織の中に未然防止が定着

スライドのみ

JRMSツールの活用で
レベルを知り変革を推進

成熟したRM体制の小売業は
レベル３からレベル４・５
を目指して変革中！

RM体制が未成熟な小売業は
レベル1・2からレベル3を
当面目標にして改革！
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16. リスクマネジメントの評価実施の階層モデル

経営層レベル
仕入担当
営業担当
管理担当

管理者レベル
経理部門
総務部門

情報ｼｽﾃﾑ部門

担当者レベル
現場ｽﾀｯﾌ

スライドのみ

仮想モデル（中小小売業）は

RM部門を、販売、経理、総務
情報、調達に設定しました。
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17.JRMS2010の「経営」の評価項目

出典：(財)日本情報経済社会推進協会
ﾘｽｸ社会で勝ち抜くための
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ JRMS2010 より
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18.JRMS2010の「内部統制」の評価項目

出典：(財)日本情報経済社会推進協会
ﾘｽｸ社会で勝ち抜くための
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ JRMS2010 より
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19.JRMS2010の「事業継続」の評価項目

出典：(財)日本情報経済社会推進協会
ﾘｽｸ社会で勝ち抜くための
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ JRMS2010 より
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【レベル1】 個人経験で対応
ベテラン従業員の経験に依存
暗黙知（見える化がない）

【レベル2】 主管部署で対応
主管部署が対応に当たる
部門のリスク意識にばらつき

【レベル3】 会社全体で対応
取締役会の責任で対策本部
ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄへの対応（見える化）
顕在化した事件・事故に重点

20.小売業のﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ成熟度（仮想モデル）

【レベル4】 ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸが効く
情報共有化による迅速な対応
定期的内部監査とMRの実施
外部への情報開示

【レベル5】CSR活動と連携
SCMとして一体でRM方針
従業員が自律的にRMを実施
組織の中に未然防止が定着

スライドのみ

未成熟なﾚﾍﾞﾙ1・2段階では
重大リスクを全組織が対応していく

レベル３まで引上げ！

自社内でRM体制が構築
SCM全体のRM体制を構築
レベル５へ引上げ！

現状

PDCAが回りだして改善
内部監査結果をﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ評価

レベル4へ引上げ！

現状
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22.評価レーダーチャート・・・事業継続（仮説モデル）

スライドのみ

【解説】 クィックスタート版
・全体としてレベル１となっているのは
事業継続の意味が理解されてない
・事業継続について、社内教育が
必要である。初心者用ガイドブック
を作成して理解を深める。

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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24.評価レーダーチャート・・・経営（仮説モデル）

スライドのみ

【解説】 クィックスタート版
・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄのﾌﾚｰﾑﾜｰｸは理解
されている ﾚﾍﾞﾙ3
・ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄができていない
・全体としてレベル１となっているのは
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実施（対策）が弱い

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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25.評価レーダーチャート・・・内部統制（仮説モデル）

スライドのみ

【解説】 クィックスタート版
・ﾘｽｸ分析、情報と伝達にばらつき
・仕入部門の評価が低いのは教育
機会が少ない
・全体としてレベル２となっている
組織全体の対応になっていない

部門間のギャップについて
JRMSの集計表で分析（次ﾍﾟｰｼﾞ）
RM部門（2.5）、管理部門（1.7）
商品部門（1.1）と差がある

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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26.集計表・・・内部統制（仮説モデル）ＲＭ部門

スライドのみ

2.5

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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27.集計表・・・内部統制（仮説モデル）管理本部

スライドのみ

1.7

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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28.集計表・・・内部統制（仮説モデル）商品本部

スライドのみ

1.1

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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29.JRMSツール活用で判明した課題

RM（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）部門が考えているレベルより
管理部門・商品本部のRM意識・知識ﾚﾍﾞﾙが低い

過去の事故事例を使いながら教育し、全従業員に
ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄが自己の課題であると理解してもらう

導入準備が重要。既存規程・ルール見直しも兼ねて
説明会を開催し理解を深める。ガイドブックも必要

スライドのみ

経営層がRM（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）の内容と自社のレベル
を理解する。CSR活動と連携した経営品質へ変革

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果

©2011　JSSAシステム監査学会-｢リスクマネジメント研究プロジェクト｣　All right reserved.



システム監査学会RMプロジェクト
31

30. レベル3へ向けたアクション・プラン

部門横断的なプロジェクト・チームを立ち上げて
各部門長から推進メンバーを推薦させる

全体事務局（ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ）は、各部門長の意向を
取り入れながら全体的なｽｹｼﾞｭｰﾙを調整する

ﾘｽｸ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委員会を設置してもらい進捗状況を
定期的に報告して、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ・ﾚﾋﾞｭｰを受ける

スライドのみ

基準（規程・規則）、手順・ﾏﾆｭｱﾙ、ﾁｪｯｸｼｰﾄを部門
を越えて全社的視点（俯瞰的）から見直す

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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ご静聴ありがとうございました。

To Be Continued

スライドのみ

本年度リスクマネジメント・プロジェクト目標

1.成熟度レベルをアップするための具体策を研究！
（経営、内部統制、事業継続 ⇒⇒⇒ レベル4～5）

2.リスク分野を拡大して、JRMSツールの活用実験！
（個人情報保護、環境、情報セキュリティ等）

リスクマネジメント研究プロジェクト　2010年度研究成果
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